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研究成果の概要（和文）：古代ギリシアにおける「正義」概念を明らかにし、現代社会の諸問題

に応える目的で、プラトン『国家』（ポリテイア）を共同で検討した。その研究成果は、将来ま

とめて欧文研究書として海外で出版することを目標に、国際学会や研究会で報告され、欧文論

文として海外の雑誌・論文集に発表されている。2010 年夏に慶應義塾大学で開催された国際プ

ラトン学会大会（プラトン『国家』がテーマ）では、メンバーが運営と研究の中核として、内

外の専門家と共同で研究を推進した。 

 
研究成果の概要（英文）：This project examined Plato’s Republic (Politeia), in order to 

investigate the theories of justice in ancient Greece, and to consider philosophical issues in 

our contemporary society. The research achievements were written in English, to be 

presented at several international conferences, and to be published in academic journals 

and books abroad. The project members played central roles at the IX Symposium 

Platonicum of the International Plato Society (theme: Plato’s Republic), held at Keio 

University in August, 2010, where they discussed the research products with many 

specialists who came from all over the world. 
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１．研究開始当初の背景 

 古代ギリシアの「正義」論を考察する上で、
西洋思想史上もっとも重要な著作と見なさ
れているプラトン『国家』（ポリテイア）は、
近年世界各国で文献学・哲学・受容史を中心
に研究が大きく進展している。日本でも関心
が高まっており、その成果を総括して国際的

な場や媒体で発信する必要がつよく認識さ
れていた。 

とりわけ、2010 年 8 月に東京三田の慶應
義塾大学で開催される国際プラトン学会大
会「第 9 回プラトン・シンポジウム」のテー
マが『国家』に決定されたことから、それに
向けて日本国内で準備が始まっていた。 
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本プロジェクトは、海外の専門家と共同で
集中してこの著作を検討し、それを欧文で発
表することで「古代ギリシアの正義論」を再
検討していくことを目指して結成された。 

 

２．研究の目的 

 プラトンの主著『国家』の「正義論」を、
最新の研究状況を精査しながら新たに分析
し、その研究成果を国際的な学会で発表する。
また欧文論文として公刊しながら、今後それ
を単行本にまとめて海外の学術出版社から
公刊することを目指している。 

 プラトン『国家』を焦点にしながら、その
正義論の背景として、ホメロスやヘシオドス
以来の西洋古代社会の倫理を考察する作業
も必要である。また、『国家』の影響を、ア
リストテレス、キケロなどに見ていく。本プ
ロジェクトは、そのような西洋古典文学や西
洋古代史、古代哲学史にわたる総合的な視野
での研究を目指していた。 

 その際、現在の最先端研究を検討して国内
でも紹介し、日本の最先端研究を世界的な場
で紹介することを二つの柱としている。その
研究活動をつうじて、「正義とは何か」とい
う問題に向き合うため、西洋古典学から現代
社会にメッセージを送ることを目指した。 

 

３．研究の方法 

 研究は４つの柱で進められた。 
 
（1）共同検討会での欧文論文執筆・検討 
 プロジェクトでは年間3回程度の共同検討
会を開催し、事前に計画された諸テーマにつ
いて各分担者が日本語・英語で論文を執筆・
報告し、メンバーで検討した。 
 
（2）国際的な場での成果発表 
 それらの成果を、国際的な学会や研究会、
欧文の論文集や雑誌で随時公刊していった。
メンバーは、韓国、中国、オーストラリア、
フランス、ドイツ、チェコ、ブラジル、スペ
イン、イタリア等で開催された学会で研究報
告を行っている。 
 
（3）海外研究者の招聘 
 このテーマで研究している海外の研究者
を招聘し、研究会で集中的に議論すると同時
に、講演会を一般にも公開して研究成果の普
及にもつとめた。3年間で招聘した主な研究
者は、イギリス・エクセター大学のクリスト
ファー・ギル教授、アメリカ・イェール大学
のヴェルティ・ハート教授、オランダ・アム
ステルダム自由大学のヘラルド・ボーター教
授であった。 
 
（4）国際プラトン学会大会への貢献 
 2010 年 8 月に開催された第 9回プラトン・

シンポジウムでは、海外からトップの研究者
130 名ほどが来日し、日本の研究者と合わせ
て 260名ほどの参加者で100 あまりの研究発
表がなされた。本プロジェクトでは、その学
術レベルを高め、広く日本の関連分野の研究
者や学生に知ってもらうために、事前に広報
活動を行うとともに、参加された海外研究者
とプラトン『国家』の研究について具体的な
議論や意見交換を行った。日本で開催された
本格的な国際学会を場として、日本の西洋古
典学・古代哲学研究のレヴェルを大いにアピ
ールした。 
 
４．研究成果 
 本プロジェクトでは、当初目標とした欧文
論文集の骨格となる 10 本あまりの英文論文
を、内外の研究雑誌・論文集で公刊した。日
本の西洋古典学・古代哲学の研究は、これま
でも質の高い成果を生み出してきたが、ほと
んどが日本語で発表されたために海外では
（単発的な成果以外は）ほとんど知られてい
なかった。今回、プラトン『国家』について
多くのメンバーがまとまって研究論文を英
文で発表したために、国際的な注目を浴びて
いる。すでに多くの意見や反応が帰ってきて
おり、それを活かしながら今後さらに研究を
発展させていくことが期待されている。 
 
（1）欧文の研究書については、すでに構想
の半分にあたる章が執筆されていることか
ら、数年の間に全体をまとめて、欧米の出版
社から刊行する計画で作業を進めている。
（この件では、海外のトップ研究者たちから
も助言や推薦をいただいている）。 
 
（2）また、2010 年 8 月に開催された第 9 回
プラトン・シンポジウム（国際プラトン学会）
では、メンバー6 名が研究発表を行った。ま
た国際学会大会の折には、それまでに執筆さ
れた欧文研究論文を冊子にまとめ、参加者に
配布して意見交換を行った。 
 
（3）日本語での研究成果は、主に 2011 年 3
月に発行された学術雑誌『理想』の「プラト
ン「国家」論」特集号に、メンバー8 名が最
新の研究論文を掲載することで、一般に普及
をはかった。 
 
 このような積極的な成果の欧文での公開
をつうじて、日本での西洋古典学・古代哲学
研究のレベルについて、高い評価と賞賛が寄
せられている。今後さらに諸外国の研究者と
協力しながら研究を続ける途筋がつけられ
たものと考えている。 
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